



































錠 01.囲似江汲初鋳鏡 園きことは 江波に初めて鋳る鏡に似たり











つみ あきら05.月光似錠無明罪 月の光は鏡に似たれども 罪を明むることなし
1J=風気如刀不破愁 風の気は刀の如 くなれども 愁えを破らず
(485｢秋夜｣)
06.度春度夏只今秋 春を度り夏を度りて只今の秋
つlHLり如鏡如環本是鈎 鏡の如く環の如くにして 本これ鈎 なり
(510｢間秋月｣)




白露如珠月似鈎 白露は珠の如 く 月は鈎に似たり
(037｢七月六日文骨｣)
せんが LJ>みづる み09.仙俄弦未満 仙蛾 弦 満たざるにI
禁漏箭頻加 禁 漏 箭 頻に加う
(107｢夏夜封潮梅客､同賦月華臨静夜詩｣)I
はさ か)10.括雲驚度雁 雲を柘みては 度る雁を驚かす
い/= お上投水誤遊魚 水に投りては 遊げる魚を誤つ




















つり一l)如鏡如環本是鈎 鏡の如く環の如くにして 本これ鈎 なり
(510｢問秋月｣)




珠簾未下暁来鈎 珠簾末だ下ろすまじ 暁より束の 鈎
(354｢雨晴封月､韻用流字､摩製｣)
19.度春度夏只今秋 春を度り夏を度りて只今の秋
つJ7ぼり如鏡如環本是鈎 鏡の如く環の如くにして 本これ鈎 なり
(510｢問秋月｣)




汀 はんけい鏑憂晩景月眉開 憂えを鏑す晩景 月の眉開く
(342｢三月三日､同妖花時天似酔､磨製｣)
ぬ の 壬に三22.珠汗風前随路落 珠なす汗は 風の前に路の随に落ちたり
(｢練｣ま 練光月下道家廻 練 なす光は 月の下に家を赴いて廻る
たは ｢し (338｢和田大夫感喜赦賜白馬､上呈諸侍中之詩｣)
らきぬ｣) しらきぬ (.I/I23.寓里氷軌庭不畳 寓里の氷なす執 庭に畳まず寸
千家玉鏡厘無収 千家の玉なす鏡 匠に収むることなし
215
道央詩における ｢月｣の見立て 手番 恰良
玉 (珠) 24.海伯雁傭投老蝉 海伯は老いし蝉 を投ぐるに肺かるベし
山神欲情放寒塘 山神は寒いたる鳩を放すを惜まんと欲す
(036｢山陰孝､冬夜待月｣)
負 25.風脳光相似 風脳 光相似たり
カ ぴ蛾眉細不如 蛾眉 細くして如かず
(193｢新月二十韻｣)
筆(金憂) 26.此時天縦金童詠 此の時天 縦 にす 金毒の詠
いとま しょく と何度人達乗燭遊 何れの庭にか人達ありて 燭を乗りて遊べる
月が愉詞の例は以下の通り
被曝詞 用例
鍋 すJAかざととま27.鈎留枝掛月 鈎 留 りて 枝 月を掛く
しろさもの粉落葉凝霜 粉 落ちて 薬 箱を凝す
(006｢賦得窮桑､一首｣)
弓 tlrj 王と28.相月空驚質 細き月は空しく質を驚す
清風自賛聾 清しき風は自らに啓を覆す
(41｢弓｣)





わん一,I苦情孤輪渇望酉 苦 に惜しむなり 孤轟の濁り西を望むことを
(361｢霜夜封月｣)
つみ あきL731.月光似鏡無明罪 月の光は鏡に似たれども 罪を明むることなし
JPふ風気如刀不破愁 風の気は刀の如くなれども 愁えを破らず
(485｢秋夜｣)
32.度春度夏只今秋 春を度り夏を度り 只今の秋 IJ
つ‖ーり如鏡如環本是鈎 鏡の如く環の如くにして 本これ鈎 なり




































文武天皇以降､月を被曝詞とする例としては､｢雲衣 両たび夕を観､月鏡 -たび秋に追ふ (雲
ぎ上くか
衣両親夕､月鏡一連秋)｣(藤原史 ｢七夕｣)､｢雲 飛んで 玉村に低れ､月 上って 金波は動かす (雲
飛低玉村､月上動金波)｣(葛井広成 ｢月夜坐河慣｣)､嵯峨天皇の ｢天過 暁月 看ること鏡の如 く､




戸外 朝山 望むこと犀に似たり (天過暁月看如鏡､戸外朝山望似昇)｣(｢江亭暁輿｣)と ｢毒苔踏破
す 年を経る髪､楊柳未だ懸けず 月を伸ぶる眉 (毒苔踏破経年髪､楊柳未懸伸月眉)｣(｢春日嵯峨
T=ま か ろ上う.=1上 のf そうか
山院､探得遅字｣)､女詩人の有智子内親王の ｢珠を懸けて 露葉浮く､扇に臨みて 霜華惜し (懸珠
蕗菓浮､臨扇霜華清)｣(｢奉和関山月｣)などの旬があり､｢鏡｣､｢金波｣､｢眉｣､｢珠｣､｢霜｣などさ
:1く
まざまな愉詞を用いて､月 ･月の光を比愉 している｡あるいは ｢月は乏ぶ 眉間の塊､雲は開 く
けいじ1う き








排空桂日車 空を排 きて 日車を畦ふ




湊石多寄玉 石に凌ぎて 多く玉を零と し




































































































































































行楽須及春 行禦 須く春に及ぶべ し
我歌月斐回 我歌えば 月 袈回し








































か ひん かんせん ム るじ
忠臣も､｢夜の明きこと塁のごとくして 嘉賓を宴す､老免寒塘 主人を助く (夜明如塗宴寡賓､
老免寒塘助主人)｣(｢八月十五夜､宴月｣)と詠じている｡｢老免寒塘｣は月の別称である｡忠臣は八
月十五夜の月を擬人化しており､月は忠臣を助ける友達になっている｡
か あし1= I,lf_- )jのずか 上もすがち













































わい ひら か んrt
菜饗桂香牛且囲 巽 蓉き桂香しくして 半周ならんとす
三千世界一周天 三千世界 一周するの天

















19 小島憲之 ･山本登朗校注 r菅原道真J(研文出版､1998年)174頁｡
20 /｣､島態之 ･山本登朗校注 ･同上19








雲生不放塞婚素 雲生まるれば 寡婦の薫きこと を放 たず
か とくと くろ た










































この詩の第六旬は､白詩の ｢凄風利 きこと刀に似たり (凄風利似刀)｣(2542｢晩寒｣)を学び､結












































































































ところで､中国の伝統では､天地万物の全てに ｢陰陽｣がある｡太陽は ｢陽｣､月は ｢陰｣､畳は ｢陽｣､







r懐風藻Jでは､｢皇明 El月と光り､帝徳 天地に載つ (皇明光日月､帝徳戴天地)｣(大友皇子 ｢侍
宴｣)が､｢日｣と ｢月｣とを併用し､天皇のことを賛美する｡r文筆秀麗集J所収､菅原酒公の ｢侍































すみLL) わが大君の (高照らす)日の神の御子天皇が (荒たへの)藤原の地で--･(やすみLL
我が大君 高照らす 日の皇子 【傍点は筆者､以下同様]荒たへの藤原が上に -)｣(0050｢藤原宮の役
民が作る歌｣)とあり､また ｢(やすみLL) わが大君の (高照らす) 日の神の皇子の天皇が お
ふ け
治めになる 御食つ国の (神風の) 伊勢の国は･･･- (やすみLL我ご大君 高照らす 日の皇子
そ み け
の 聞こし食す 御食つ国 神風の 伊勢の国は･--｣(3234｢雑歌二十七首｣)とあるように､同じ
ような表現がいくつか見える｡










であるように 日と月が 長久であるように (おしてる) 難波の宮に わご大君 遠長く国を治め




｢天地を 照らす日月のように 限りなく あるべき皇位なのに 何かを不足に思うことがあろうか







32 ′J､島態之 .木下正俊 ･東野治之校注 .訳 r前非処③j(小学館､1995年)394頁.
231
道夫詩における ｢月｣の見立て 播 恰良
ある｡
道真は､菅原晴公の ｢侍中翁主挽歌の詞に和し奉る｣､柿本人麿の ｢反歌二首｣の其二について見
たように､月を身分の高い皇子や皇女に愉える例を意識している｡また､真っ暗な夜空で､一番旺し
いのは確かに月であり､特に､十五日夜のまんまるの月には､美しく光り輝く強い印象を持っている｡
加えて､道真は､少年時代から月を愛し､道真の意識の中で､月はとりわけ身近で､また高い地位を
占めていた｡それゆえに､道真は､日本の漢詩史の上だけでなく､中国の詩においても稀少な､彼独
特の比愉表現を多数作りだしたのである｡
結びに代えて
拙文では､道真詩における ｢月｣の見立て表現がどのように白話を初めとする中国文学の影響を受
けて､新たな表現技法を作り出したのかを考察した｡
道真は中国文学の伝統を狭く意識しつつ､月を詠じており､月を自分の人生への思いと深く関係す
るものとして詠じている｡さらに月を自分のこと､天皇のことに愉え､修辞の美しきを突き抜けて､
太宰府では自分の真情を痛切に流露することとなった｡道真の詩は､まさしく､藤原克己氏がいわれ
るように ｢空前絶後の光苦を放つもの｣33となったのである｡
3 藤原克己著 ･同上1･268頁
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